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凡　　　例

Ｋ形（特殊押輪)

S=Free

ＮＳ形（ライナ無)

ＮＳ形（ライナ有)

ＮＳ形挿し口加工

【留意事項】

注１２　既設管高さは、試掘により確認すること。

注１４　異形管前後における一体化長さを1ｍとする。ただし、それ以上の場合は記載のとおりとする。

注２　DIPEは、管頂に明示テープ（上水道粉体塗装管用）を貼り付けた後、ポリエチレンスリーブを被覆すること。

注３　DIPE用のポリエチレンスリーブは内面エポキシ樹脂粉体塗装管用を使用すること。

注６　消火栓室はφ５００のレジンコンクリート製を使用し、消火栓及び補修弁の開閉操作に支障のないように設置

注４　DIPE用の水道仕切弁は、内外面粉体塗装(10kg/c㎡)仕様、PEP用の水道仕切弁は、内外面粉体塗装(7.5kg/c㎡)

注５　仕切弁室はレジンコンクリート製とすること。

　　　仕様とし右回し閉じタイプを使用すること。

　　　すること。

注７　既設管（不用管）及び新設管は土砂が混入しないように対策を講じること。

注９　Ｋ形の特殊押輪は３DkN対応特殊全周型押輪を使用すること。

　　（なお、既設管がA形の場合及び連結工については全周型とすること。）

注１　DIPE直管及び異形管は内面エポキシ樹脂粉体塗装管とすること。

管割図

管割図 S=Free

大明ヶ丘送水管布設工事（その3）
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アルミ矢板

【県道車道部 Aｓ舗装】

種別
平均土被り

H

呼び径

d

外径

D

掘削幅

W1

影響幅

W2

本復旧幅

W3

掘削深

h
h1 h2 h 3

矢板長 支保工段数 矢板長 支保工段数

切断工

条

土工1 130 0 5 00 53 0 18 30 250 0 1 3 000 2

種別
平均土被り

H

呼び径

d

外径

D

掘削幅

W1

影響幅

W2

本復旧幅

W3

掘削深

h
h1 h2 h 3

矢板長 支保工段数 矢板長 支保工段数

切断工

条

125 0 50 0 530 17 80

【市道車道部簡易Aｓ舗装】

200 1 540 17 30 200 0 1 3 000 2 4

50 0 530 200 1 3 000 2 4

50 0 530 200 1 3 000 2 4

130 0

140 0

18 30

19 30

101 0

106 0

116 0

1 590

1 690

17 80

18 80

250 0

250 0

（管路部）

（管路部）

（会所堀）

（会所堀）

舗装復旧標準断面図　S=1/10

－ 4000 2

DIPEφ500
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加熱密粒As

乳剤無し
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h
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D
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粒調砕石
(M-40)

加熱密粒As 乳剤有り

加熱粗粒As 乳剤有り

加熱粗粒As 乳剤有り

掘削幅　W1

本復旧幅　W3

影響幅

W2
仮復旧 本復旧

通信ケーブル
(1.2mm×30P)

400

平
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土
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り
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0
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加熱密粒As加熱密粒As

乳剤無し

水道用明示シート
（ケーブル用）（本管用）

水道用明示シート

hh3

D

乳剤有り

掘削幅　W1

本復旧幅　W3
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(1.2mm×30P)
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掘削断面図　S=1/20

【市道車道部簡易Aｓ舗装】【県道車道部 Aｓ舗装】

一層仕上厚
20cm以下

一層仕上厚
20cm以下

発生土埋戻発生土埋戻

1 150

115 0

115 0

115 0

1150

水道用明示シート
（本管用） （ケーブル用）

水道用明示シート

切込砕石
(RC-40)

60
0

DIPEφ500・100

※前回工事より

アルミ矢板 アルミ矢板

アルミ矢板 アルミ矢板

土工2

土工3

土工4

土工5 10 0 120 200 － －－－ 27705804 6082 07 00

水圧式 水圧式

水圧式

水圧式

155 0

155 0

155 0

掘削幅

15
0

既存As t=15cm
舗装版破砕工

既　存

【県道車道部Aｓ舗装】

45 0 980 16 80

6 00 100 0

掘削幅

粒調砕石
（40mm以下)

新材

（40mm以下)
切込砕石

再生材

50

50

50

50

掘削幅

粒調砕石
（40mm以下)

新材

40
20

0

路盤工

50
19

0

200

影響幅

仮復旧 本復旧

影響幅

仮復旧 本復旧

中間層 加熱粗粒As（タックコート)

基層工 加熱粗粒As（プライムコート)

表層工 加熱密粒As（タックコート)

表層工

再生密粒As（乳剤なし)

車線復旧

(全幅4.0ｍ)

加熱密粒As（プライムコート)

【市道車道部簡易 Aｓ舗装】

30
0

40
0

40
0

40
0

1150

【県道車道部 Aｓ舗装】

W1

50

表層工 加熱密粒As（乳剤なし)

50

表層工 加熱密粒As（タックコート)

車線復旧　全幅4ｍ

【県道車道部Aｓ舗装】

(一車線切削ｵｰﾊﾞ ｰﾚｲ工 )

　No.

配管台帳

番号 計

 No.

鹿  児  島  市  水  道  局

図　示 設計年月日

図　　面

縮　　尺

工 事 名

図面
名　　称

事業費目　水道整備事業費

83

土　工　標　準　図

土工標準図

5

大明ヶ丘送水管布設工事（その3）

令和7年5月

5

施工町名　吉野町

本復旧(表層)
(乳剤散布あり)

切削工


